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ランアシンη下は、あ硼ヨιtたらή影′れたスマ・どす、7、くげtサ ルタtきかすT/曰θ物卜ん

舗 ダ 麓fゞ74致
|:彪尤亀
て
萄f晩胤4協緒

あ乞孝 卜1す チしてと ノ̀
玄

てかつ″フふれてぃ致しす∫≒
31′

芝trζりそぅ」1年
ウ
タキ|′:稼う1場fiア」1'

こ夕は い
~かりう多

'な
にもたる まわなが

タ ン′壌鴇 斃色曰τら、μμ感 じろ■か
つ

「シ々Й′″暉″,わンタイ後、わί こ物
摯

“

昴こκェρかを冤・Иます
。 湾デイたのィ移しILI∫ 喀 rん してr,Z〃″

Zじ

(兵こぅ子シ多7   1,日 |)

0茅 2口

`1‐

4・n夕 )わめ瀬、・′
口″多ノタ之・/1口 (1周 ～λnタ ケタ)集鬱|こ
ψ夕しれtlま タラ%少、のクラア協ノを|ゞ ″ヽ夕慾ァわ申し
工げ
｀
り。

桁az・ 蒙肉″じヵ、ハ プ′a夕在 (多 n、今ρ夕a夕 ,

務ピ駿場っTT段;1%傷解駕
a

ゎ斤いΨしιlだけP (蒻夕42 れ力ηL)

/3

/ゞ



牛
′

′

‘

ノ

基巫 鷺 0路③鑢
二 ■。23

かな環境:を可り
高速道路に反対する会

詢唱野】詮

◎島醐 滋酬かにつtta.ォす
´
ス,日替.練ご1'酢デ

・
・

れ基五諸愛も殊7rtててみ死協そレイ乃ni説口ん伐ヽほ2知千核′″わζヽ Zttι行″″
'行わイ1ます_

その「彙11どさめた`Tみぞこの方,ヽ ムμし2 み′1暫ら2f冷に沼Iκκ
｀
し2 FOヽ .`会ピ|マ t ttlpn,そ■け↑́

薦巻質とぢかく11′ ら゙|〔 町噺多角このくわしい咤琥3閉ハ乏看ち,1″のT_Bツわttネ zl=し に`とヽ
1う要絆tみ育2

∬ ιiした 。場 竹 1ネ 亜レル ■ ,に寿 児 場 zい ,期 口II J“ /`口 り` 23日 の子箱 2多そ しみ まヽT
ヤ,ヽゎ口呑っヽジゾ)したい孝た

't聾
多争いκじ]下 ,3´パlti手 で｀

`人

合貫い
・
み〃ロレこヤビ洵L丁ハ

紹脅ゃfし くヽ孝て
r諸しかりIつ てわIギなら■、ヽL力えZtヽ ]T,イク古 Zさシtif線 を4イてのヤ月幹″レ11,

ぢ灯の資ゃ`年業あ乞花澤レZぃただヨたいけの子マル2いさてハ

◎ハ町んの毎ウ秦味 μg`報昨へ滋硼劉鞭動
ご:勧 p(1・ゴそみくのイiん ,あ brl手 4颯 4り 3｀物めよ[2んのTz.|■ 3｀リアJる3のとら4,私たらt]ノ 2日 ,た後が′
″考んtrみ勧√Лえを」2イスえダハ現行%″2須耐こした,じめ曰前́イれた々f‐シぬ勧 nぃ極んゴ群の

"7月
珀力と二ろ′多好 あ

.2わいグrぉ‐′グルタ分′L乏たん5,lκぢ,と
｀
プ老に〕́そくケ乏グ早午い方Zμ)く /封スマヽ

´
千′麦中午′＼

イ7し り`lTました,争 It争 |`男議右しい4のが多2碕フ2タフノ′́人or甕′9Lガ微どす丁ごち者たネ
ツ24とに4ど T,

κ囃 聡 Zil｀暖 ■ 7参仁 鱗
れ ″判〆拷動 の出曰機 と解 つれ づ )

[`゛ 復宅ハιわ夏
′さ
孝吃あ友凛
・・行蔵ハすル

″

ツトヽかしめ
Ⅲ ｀
っんざ
=し
さ
″
 へぬでイltどを4えぐした。/パ,tらほう1外、の多4†,マ2麟 (lt寄 ばこ=

ス i僣(ハ ぶした・ ltらゎ ″ ″ツ乃夕1+「

'り

1ハ 1専 マリたい.匂 タギく′二たとえら交吹 乞ιKピ リ 1`オ !]ヤ議ハЙ

みち外ざ階該 ィ′ィすたのタネと
'あマ|の %′月か ャ

rぐれわりど`うや`スある
f4‐ ♂った |コサイ b lt手み千Z tt Zヽ

J享 ら

■L′ あP子 ■゙
‐
,4打タフ■

'各

之it多どヽ夕ゎしていました。 所%、たりの初ンリZのノ鍾 萄夕νあ八朔肇orビンtア∫勤乙
´
漱 2

あウρにてくろャ`′7″T11く
・
(ぜてんゃヽ

^「

雄 ィ |}´イ立 スメ里参ヵ乏じZ、 多`。スマートz｀ レ OⅥ しZt｀ わ1とЛ夕7イ面

夕)蠣 vヽれtT,と |■・く`二の口,′
^た
らぬ′をゃディ」,_711と″議会′″巧均F■ 3ら lTゥ ltしι17孝 kZ｀年,

gヽ  `ヱてこそた多 動をメ徽ノ[くアをFtt it」う。

1鶴口 算抑彰、桃脇津
と行2疎

=之
%1才 ZЛ

行勧ャ`
・
て0子した,/シ変と夕ヵ差かてzレ わ`丁臀t『つっ

「

~■ ¨ ~~~~~― ―

l'～フコ花ん ア́
| スごん:ハタ́ 硼笏とた辞笏力〆
: 外」諷′人ZJゃ ,`Kとんヽ嗜T

あにあT´ っちJhたい、あ嫁夕し暉1丁 ふヽぼ
‐‐一 )

54ん l沿まta孝毅計レ責,´ル |・
'″

早Z力 1ルと|千Zついが

そえ‐夜itしたレ
'1ヽ

つ`カア子夢しlくぐりうと
'ダ

各́サだと考t2('17

ι(/v17ん Lι Zタラ籠場嗜フコ=′ノ2●」た11‐

つご′υi 3れ
'｀
らaシ露年か́琥諺教マ″ち殉́で,方′1多クと

なフラ脅しZく v(′til卜 [だ、フ乙いすT
Eこん1オた議ごi勤め髭

=ぐ
姦かL役′ヤ歿抑り1ハ

始↓F■ Lに イ泊 町

`殊

Iヵフたo・`
'ltゃ

｀
あ」ズ巧ネ Lん之孝τ

9喘ギ諸鶴



/こ

郎 、絆0め算ヤ鮭 校14年 ,f“ 鋏゙ 4継′力「

と破ぷ第ry卯み争輻 f(争ユ甥りllネ_れfK ①タセθaか |ょピヤ
`仁

ハ1手夕ヽ

各
層|IIlilξ::IZlj:雅′ち5キうff′措子ら

め多列`と素多ィデtiくヽ`(D2,θθ夕́プ のタイしヽ1′じlgとビイをテl―
「宴K力司多 7ァ をタタどこ魚

い04主尻この付 師 lラ嘱め「ぃ F二 影、え絆 来
｀

7ワ |(3〔λ:が何びハ捲ちが増えてま卜ヽ ま7. びtη rがス、爵後者、ィ晨笏と
ぼじめ、ぃわゅう燿流灯ア・伝喀

場乃ηlコ %婁ぼt少舷〔率ておう,Iアイマ4ヌ・サシのア絆;県 しヽしのクヽあり]手

レιt(縮 しヽも ]ヽ手 間憲力ヾTメ
ー√い・ヤ孫外かぅほ停」tt′、《員とし

席11黎宵f辱2魯鳳歓ξ峰艦l嵯ねl在 liム 、

謳疸緞祓颯、腑 赫ゝんず
劉事

珈 鰊 熙 鸞 篤 :駕 ざ 戦 写ゎイ P67乳 r曜:解 :融:悌

ん

m)″隠『設為み:器殿λβ郷欲れた卸移ヵ″物、μ塚げノタF後

甥 [‖1稚1翻裸協 雛 〉解 1)illi::iい
巧み
'名
あ婢 餘ば物みらい郷穴ご2物κ螺 ルヽ
卜ぼタフ/メ7`雀脅ち♂能だfク

いヽ
1段 のゝ,るかいう

ク

'′

フ与分(原うた)とぜ″くて、)7纂 ιう`きψ′1そ をヽ|タノ
^f′
[め J宏れ,`「ぅヽウ、多ゝ子たT可した璽存ことKはリチ手市″スη入猥

覺 聰 蠍 府 1写肥 琳 i｀隣 I為 岬 岬 岬 漱

仄ヒわぃこル各iF■4Zのメ
.た
マいな不スう独い犀貢ザ

の順クf%稚劣化Z゛ 浴とげ
`c″

へγ坂ア′ινえ ろ́ろ負/′
?:[:i`}′

f′l'f}rrJI『」fl万レ]ソ1を ι字

した。多ワ|夕月4考後、pァ |わ |〔夕″
`夕

塗rt“ぃv?、 )夕 7ィ 、ゞ多aaゴたばし′りうなん′̀ぢ 1ん r41´協ク′
[をF`じ

'3ヽ

そみ、、し,手

／
／



/6

高・盛・直`路坂・対
″ θ・′′ ″ .儀′

`齢巻だよリ 孫 かけ巧 Fを′年リ

修ヒ,11反ι″ア万窃ケ,た 生近の́ル～″′・
'「

じめょク7り・
《イルろにより、

11′夕ζ誠14多 ´脅ぞ′手ノあり子サじ り協′ヤ4'2´ |1曖み》

%吹
Лげぬ、多貪夕、́不備、4ケ竹■ケ、彼ケ′|ア～ム

rを z客杉
"ク
ηガン

βクけ,τ tt βど́ 1勿し、こ令を子ヽこ今娠、かfぞθ″リアi´

|ら越彪ノケ́ メナクト、デ
'メ リ・l― 争̀

。
 i場ナ′ク′′キ几ノん。7′′夕

ち́イムクら2´ 1幻ん´

あ止′∫ケ´|ケ′イトに
つ口て の′|夕 ,生 0″″クル″みのψ7´ 物多つ■す0支み多のィ

`′
1丹κに茂好

`蒻
夕啄 の みそウ ′́レタ、ゥじレ Zル 文乳アチと́ 1幻眸 (′γ」F噺物明 、′rに

'ん

F′う場ハ/夕を、ノドイけイタンケノκ″た′サ″へ、多ン・孫ケ́ z々)0レ′レ笛入曰ビ″資″
にlη l:助懃夕(チタタ、グハロ硼民ハうタツ'影つ″・イア、ア月ιイイ′えグアイス イクれ″´
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